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  Il racconto intitolato La barba di Dürer di P. Drigo, per la prima volta tradotto in giapponese 
nel presente saggio di traduzione, non appartiene al genere fiction, ma piuttosto al reportage 
documentario: è stato ispirato dal grande terremoto del 1908 che ha devastato completamente 
Messina e Reggio Calabria. Il protagonista, Giovannino, un piccolo orfano terremotato che ha 
appena perso ambedue i genitori, viene mandato dalle autorità italiane da Messina a 
Norimberga, dove l’aspetta una nonna tedesca, custode della Dürerhaus, con cui avrà molte 
difficoltà a comunicare, perché lei non sa parlare italiano. La maggiore caratteristica del racco-
nto consiste nel multilinguismo originale del testo, scritto in tre lingue: italiano, francese e 
tedesco.
  Un tempo, il famoso pittore tedesco era partito per l’Italia alla ricerca di nuove tecniche 
dell’epoca del Rinascimento. Il povero orfano, invece, dopo 4 anni di soggiorno a Norimberga, 
un giorno preso dalla nostalgia del suo paese, prova a raccogliere soldi necessari per il biglietto 













































― パオラ・ドリーゴ Paola Drigo［パオリーナ・ヴァレーリア・マリーア・ビアンケッティ
Paolina Valeria Maria Bianchetti］（1876‒1938）著短編集『幸運 LA FORTUNA』












































イ タ リ ア
太利領事がミュンヘンで彼に云ったことばを思い出した。
　「到着したら，窓口に出頭して，この伊


























































































































































































































































































































































































































































　「いい，いいんだ。Non ! non !…僕をじっと見つめている嫌な顔が，外側に何人も見えるじゃ
ない。Il y a dehors de vilaines têtes qui me regardent ! …僕はもう帰りたい！ 帰りたいよ！ Je 


























































































フ ラ ン ス
蘭西からも…明
日になったら，分かるよ。心配しなくていいのだよ。N’aie bas beur, mon enfant. Ce sont les 
grafures de Dürer les têtes que tu as fues. Elles sont pien pelles, tu ferras, temain. C’ était un crant 
beintre, Dürer, mon enfant. De tous les gotés du monde on vient le foir. De l’ Amérique, de l’ 














ロッテルダムのエラスムスも…Tu ferras.... Il y a Saint Cheorches à geval.... et Saint Cherome 







































































































































































































































　「官憲にお前のことを通告するよ Je vais afertir les audorités …お前は施設に監禁されるから
On te renfermera dans un gollege …ニュルンベルクは，立派な施設に事欠かない Il y en a de très 





























































































































































































ス リ ッ パ
履きに向かっては？「おやすみ Gute nacht.」だった。祖母の 小
サイドテーブル
卓 に向かっては？「神さま






















































































































































































































































ちゃんが病気の時は，いい子にしていておくれよ。Sois pon, mon enfant. Ce 










































逸人ではないでしょ？ Pas allemand ?」と。
　「マダム，ぼくは伊
イ タ リ ア
太利人です Je suis italien, madame.」― 彼は，顔全体をまっ赤に上気さ
せて返事をした。
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イ タ リ ア
太利人だって！ …伊




















































イ タ リ ア
太利語が分からない訪問客の何人かのために，全部を
仏







































ベ デ カ ー
光案内書でも。
　ところが，ネンネの話は書物より詳しく，分かりやすかった。伊




















ってあるからです。.... La passion 






イ タ リ ア
太利へ旅しました。獨
フォンダコ・デイ・テデスキ








ネ メ シ ス
讐の女神。伊
イ タ リ ア
太利紀行以前のものです。伊
イ タ リ ア
太利体験後の彼は，同じようなおぞましいも
のは二度と手がけていません。Après, il n’ a plus fait des pareilles laideurs.」
　どっと一同は笑いこけた。外国人も，ネンネも笑った。またどうして？ 幸いなことに，祖母
にはその訳が分からなかった。しかも，ネンネが話しながら，ずっと伊



































































































































































































イ タ リ ア
太利人だったよ。彼らには，また会えるよ。ぼくは何もか
も説明したよ。立派に ! 彼らには，また会えるんだ！ Oh grand’ mère, grand’ mère ! Ils étaient 
italiens ! Ils reviendront ! J’ ai tout expliqué ! très bien expliqué ! Ils reviendront ! …」
　ところが，祖母には訪問時間があまりに長いように思えたし，伊










じゃないだろうね？ As-tu pien fermé 
la borte ? ... Es-tu sur ? ...  Ils ne seront bas restés dans la maison, tes idaliens ? ...  Il ne seront pas 
































































































































































に戻って来たいのだが，どうかね？ Peux-tu me ceder quelq’ un de ces croquis ? Je les payerai 








































































































































































































































































































































































































































































などは？ …Un véritable souvenir de Dürer, messieurs, dames ?. . . 
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ってのは，とても長かったのでは？ …あー，あ！…Est-ce qu’ il avait la 






イ タ リ ア
太利 ! 伊








ってのは，とても長かったのでは？ …あー，あ ! …Est-ce qu’ il avait la barbe 























































































































　本稿で使用したテキストは Paola Drigo［Paolina Valeria Maria Bianchetti］, La Fortuna （Fratelli 






















生々しくよみがえってくるが，1908年 12月 28日，早朝午前 5時 21分，メッシーナ海峡に震源を
もつ大地震（震度 7.2）が発生，揺れは 37秒間も続き，同時に高さ 10メートルの津波がメッシー
ナ市と対岸のレッジョ・カラーブリア市を襲った。建物の損壊は 9割にも及び，当時人口 14万人














































ヴェネト生まれ ― 1938年 1月 4日パドヴァ歿）は，当初トレヴィーゾ Treviso市立《アントー
ニオ・カノーヴァ》高等学校に学んだが，1888年，父親の死去にともない，一家はヴェネツィア
に転居したので，当地で学業を修了。1898年，パドヴァ市出身の裕福な農学士ジューリオ・ド




名で，《読書 La lettura》誌上に，処女作『帰還 Ritorno』を発表して好評
を博し，《新文壇 Nuova Antologia》誌上に『幸運 La fortuna』を，《伊太利画報 Illustrazione itali-









ニア Carniaの風景のなかで描く。ちなみに，本作品は，ルイージ・デ・マルキ Luigi de Marchi監
督によって 1953年に初めて映画化され，1981年にはヴィットーリオ・コッタファーヴィ Vittorio 
Cottafavi監督の手でリメイクされている。
1）  Albrecht Dürer（1471‒1528）ニュルンベルクの金細工師アルブレヒト・デューラーと母バル
バラ・ホルバーの 3番目の子供として生まれ，父親から金細工技術を教わる。画工ヴォルゲ
ムートに入門して絵画と版画の技法を学んだ。親友で貴族の人

















5）  Michael Wolgemut［Wohlgemuth］（1434‒1519）デューラーが 1486年から 3年間弟子入りし
た絵画の師匠。
6）  Willibald Pirkheimer（1470‒1530）ニュルンベルクの貴族で，人
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